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Ⅰ．研究目的 
 本研究の目的は、化学療法を受け脱毛を来した女性生殖器がん患者に焦点をあて、「化学療法を受け脱
毛していく過程」における心理・社会的な反応パターンを明らかにすることでる。 
Ⅱ.用語の定義 
 心理・社会的反応とは、人が自分の疾患によって起こる身体的変化を認識し、それに伴う反応のみな
らず、精神に影響する反応である。すなわち、自分自身の生活における重要な人達、自己像、自分の気
持ちとの関係において起こる反応であり、本研究では化学療法を受け脱毛していく過程で生じる心理・
社会的に影響する気持ち・考え・行動を含む反応とする。 
Ⅲ.研究方法と対象 
1．研究デザイン：本研究では対象者の脱毛していく過程における心理・社会的反応をありのまま捉える
因子探索研究デザインを採用した。 
2．対象者：がんと診断され、A病院で化学療法を 2クール以上受け、脱毛を来している女性生殖器がん
患者（乳がん、女性生殖器がん患者）であり、研究への参加に文書での同意が得られた患者を対象とし
た。脱毛の段階は有害事象判定基準 NCI-CTCv4.0の脱毛基準 1~2であり、頭皮が透けて見える段階か
ら完全に髪が抜けた状態である。 
3．方法 
1）調査方法：面接は半構成的面接法を用い調査した。面接時期は化学療法を 2クール以上受けた時点と
し、面接内容は、化学療法が必要であると医師から説明されたとき、体毛が抜け始めたとき、そして体
毛が抜け頭皮の地肌が見えるようになったときの患者の体験や対処した内容について尋ねた。観察の内
容は治療開始時から終了までの医療者や同病者間との関わりで見られた表情、言動や態度とした。観察
後は直ちにフィールドノートに記載した。なお、対象者の年齢、職業、既往歴、診断名、病期、医師の
説明内などに関する情報については診療録より収集し基礎資料とした。 
2）分析方法：研究方法は内容分析の手法を参考に質的帰納的方法を用いた。面接時に録音した内容を逐
語録に作成し事例ごとにフィールドノートの内容を踏まえ、化学療法の説明を受けたときから脱毛して
いく過程を心理・社会的反応に関する言動を抜き出しコード化を行い経時的に並べた。そして、対象者
毎に比較検討し、コードを意味内容の類似性に従いサブカテゴリー化、ラベル化した。抽出されたラベ
ルの内容から脱毛していく過程の心理・社会的反応の大きく変化していく段階を【局面】として捉え、
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各局面を構成するラベルの中心的な意味に名前を付けた。 
各局面における個々の心理・社会的反応を化学療法における治療および脱毛していく過程と照らし合
わせ、分類して局面順にたどることで脱毛していく過程におけるパターンの分析を行った。 
 倫理的配慮は、調査施設の研究倫理委員会の承認を得て行った。対象者に研究目的・方法・収集した
データは研究目的のみに使用し、個人名などは秘密厳守することを説明した上で、研究参加の同意を文
書にて得た。 
Ⅲ.結果 
1)対象者の概要 
 女性生殖器がん患者 20名（乳がん 10名、卵巣がん 5名、子宮体がん 5名）であった。年齢は 35歳
から 64歳（平均 52.5歳 SD9.62歳）であった。 
2)化学療法を受ける女性生殖器がん患者の脱毛していく過程における心理・社会的反応と局面 
脱毛していく過程における心理・社会的反応は、135コードが抽出され、14のラベルに統合された。
その 14のラベルから 6局面にまとめられた。局面 1は、[髪が抜けることよりも命が大切][髪が抜けるこ
とへの強い衝撃]からなる【医師の説明後の反応】を示した。局面 2は、[想像通りの抜け方で小さい驚き][想
像を絶する抜け方への脅威]からなる【髪が抜け始めたときの反応】を示した。局面 3は、[どうせ抜けて
いく髪ならば潔く切る決意][抜けていく髪への喪失感]からなる【髪がどんどん抜け落ちるときの反応】
を示した。局面 4は、[治療のために髪を断念][逃げられない厳しい現実に髪を断念][髪が抜ける治療を断
念]からなる【完全に抜けたときの反応】を示した。局面 5は、[自分らしさの保持][何をしても感じる負
い目]からなる【対処行動への反応】を示した。局面 6は、[人間関係維持][人間関係縮小][孤独]からなる
【人間関係への反応】を示した。 
3)化学療法を受ける女性生殖器がん患者の脱毛していく過程に伴う心理・社会的な反応パターン 
化学療法を受ける女性生殖器がん患者の脱毛していく過程に伴う心理・社会的な反応パターンは、5つ
が見出された。①治療優先人間関係維持型 ②脱毛動揺人間関係維持型 ③脱毛動揺人間関係縮小型 
④脱毛否認人間関係縮小型 ⑤脱毛否認治療中断型のパターンであった。 
Ⅳ.考察 
化学療法に伴う脱毛の心理・社会的な反応パターンは 5つに分類され、これらには個人差があること
が明らかにされた。このパターンの違いは、局面 1「治療に対する医師の説明後の反応」が命の重さを実
感、局面 5「脱毛への対処行動」が前向きにとらえられる患者は、悩みや葛藤後に脱毛を受容していく。 
化学療法を受ける女性生殖器がん患者の脱毛していく過程を支援することは、単に「髪が抜けてきた
らかつらをつけるよう」指導することや「すぐに髪が生えてきます」などと励ますことのみの援助では
不十分であり、心理・社会的な支援が必要であることが示唆された。 
 具体的には治療開始前から脱毛してく事実を受け止め、患者を孤独にしないことから家族や重要他者
と共に医師の説明を受け協力していく体制をつくること、脱毛をし始めてからは、患者が髪の抜けた自
己の姿を受け入れることができるようにするためには、髪は抜けた姿を直視すること、そして変化した
自己像からの反応を看護師は受け止め支援することなどである。 
